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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 
 

回次
第72期

第３四半期連結
累計期間

第73期
第３四半期連結
累計期間

第72期

会計期間
自　平成25年　４月１日
至　平成25年　12月31日

自　平成26年　４月１日
至　平成26年　12月31日

自　平成25年　４月１日
至　平成26年　３月31日

 売上高　　　　　　 　 （百万円） 40,077 35,920 52,556

経常利益　　　　　   （百万円） 3,664 2,994 4,742

四半期（当期）純利益　（百万円） 2,150 2,328 2,647

四半期包括利益又は
包括利益　　　　　   （百万円）

4,428 2,974 5,614

純資産額　　　　　   （百万円） 35,560 39,397 36,210

総資産額　　　　　   （百万円） 51,728 56,837 52,514

１株当たり四半期
（当期）純利益金額　　   （円）

172.39 186.65 204.79

潜在株式調整後
１株当たり四半期　　　   （円）
（当期）純利益金額

172.35 186.40 204.72

自己資本比率　　　　　   （％） 68.5 68.9 68.7
 

 

回次
第72期
第３四半期
連結会計期間

第73期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成25年　10月１日
至　平成25年　12月31日

自　平成26年　10月１日
至　平成26年　12月31日

１株当たり四半期
純利益金額              （円）

58.79 69.40
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、印刷インキセグメントにおいて以下のとおり関係会社が異動しております。

　当社の連結子会社である東華油墨国際（香港）有限公司は、その連結子会社であった東華（広州）油墨有限公司の

全ての持分を、当社の持分法適用関連会社である杭華油墨股份有限公司（旧社名 杭華油墨化学有限公司）に譲渡した

ため、東華（広州）油墨有限公司は連結子会社から持分法適用関連会社に異動しております。　

　この結果、平成26年12月31日現在では、当社グループは当社、連結子会社５社及び持分法適用関連会社７社により

構成されることとなりました。

　なお、杭華油墨化学有限公司は、平成26年12月８日付で杭華油墨股份有限公司に社名を変更しております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（１） 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善傾向が続く中で、原油価格下落の影響

などにより緩やかな回復傾向となっております。ただし、海外景気の下振れなどにより先行きは不透明な状況と

なっております。一方、アジア地域については、中国では緩やかな景気拡大が続いており、その他のアジア地域で

も緩やかに回復してきております。

印刷インキの需要先であります印刷業界におきましては、日本市場では消費税増税後の消費回復が見られず、個

人消費から贈答に至るパッケージ関連の印刷需要が伸び悩みました。また、モバイル端末等による情報の電子化及

び少子化の影響による出版・商業印刷が縮小傾向にあり引き続き厳しい状況が続いております。一方、中国をはじ

めとしたアジア地域では減速感はあるものの底堅い経済成長に支えられ順調に推移しました。また、特殊ＵＶイン

キの関係する液晶ディスプレイ関連市場は、液晶テレビの出荷が堅実に伸長し、より大型テレビへのシフトが進

行、４Ｋテレビも旺盛な需要となっております。

このような経営環境の中で、当社の経営理念でありますＴ＆Ｋ（Technology and Kindness＝技術と真心）の精神

に則り、ユーザーニーズに耳を傾け、ユーザーの真に役立つ製品の開発・供給に注力し、よりきめ細かいサービス

に努めてまいりました。

この結果、当第３四半期の当連結累計期間の売上高は、特殊ＵＶインキの販売が堅調に推移したものの、平版イ

ンキの販売が減少したことにより、売上高は359億20百万円（前年同期比10.4％減）となりました。利益面におきま

しては営業利益は22億59百万円（前年同期比32.0％減）となりました。四半期純利益は、持分法による投資利益３

億97百万円、関係会社出資金譲渡益１億37百万円、法人税等７億90百万円を計上したことにより、23億28百万円

（前年同期比8.3％増）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。　

なお、セグメント別の売上高及び営業利益はセグメント間の内部取引消去前の金額によっております。

①　印刷インキ

売上高は359億14百万円（前年同期比10.4％減）、セグメント利益（営業利益）は22億43百万円（前年同期比

32.2％減）となりました。

②　その他

売上高は41百万円（前年同期比0.3％増）、セグメント利益（営業利益）は９百万円（前年同期比27.0％増）と

なりました。　
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（２） 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産については、前連結会計年度末に比べて43億23百万円増加し、568億

37百万円となりました。これは前連結会計年度末に比べて現金及び預金が３億57百万円、関係会社出資金が46億36

百万円減少したものの、受取手形及び売掛金が９億84百万円、有形固定資産が24億35百万円、投資有価証券が51億

60百万円、退職給付に係る資産が３億30百万円増加したことが主な要因であります。

負債については、前連結会計年度末に比べて11億36百万円増加し、174億40百万円となりました。これは前連結会

計年度末に比べて長期借入金が10億67百万円、未払金（流動負債その他）が９億14百円増加しましたが、短期借入

金が２億90百万円、退職給付に係る負債が５億72百万円が減少したことが主な要因であります。

純資産については、前連結会計年度末に比べて31億87百万円増加し、393億97百万円となりました。これは、前連

結会計年度末に比べてその他有価証券評価差額金が１億60百万円、為替換算調整勘定が３億65百円、利益剰余金が

25億19百万円増加したことが主な要因であります。

 

（３） 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４） 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発活動の総額は、９億40百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

（１） 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成27年２月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,506,170 12,506,170
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数100株

計 12,506,170 12,506,170 ― ―
 

 

 

（２） 【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

（３） 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

 

（４） 【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

 

（５） 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成26年10月１日～
平成26年12月31日

― 12,506,170 ― 2,060 ― 2,052
 

 

（６） 【大株主の状況】

　　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７） 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

① 【発行済株式】

   平成26年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式    　29,200 ― ―

完全議決権株式（その他）  普通株式  12,462,200 124,622 ―

単元未満株式  普通株式    　14,770 ― ―

発行済株式総数 12,506,170 ― ―

総株主の議決権 ― 124,622 ―
 

（注） 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が500株（議決権の数５個）含まれて

おります。また、「単元未満株式」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、80株含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成26年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

株式会社Ｔ＆Ｋ ＴＯＫＡ 東京都板橋区泉町20-４ 29,200 ― 29,200 0.23

計 ― 29,200 ― 29,200 0.23
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,496 5,138

  受取手形及び売掛金 16,124 ※１  17,108

  有価証券 0 100

  商品及び製品 3,074 3,208

  仕掛品 456 256

  原材料及び貯蔵品 1,904 2,149

  その他 775 1,210

  貸倒引当金 △233 △235

  流動資産合計 27,599 28,936

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 16,029 17,499

   機械装置及び運搬具 13,277 13,451

   土地 7,237 7,211

   その他 4,303 5,832

   減価償却累計額 △23,451 △24,161

   有形固定資産合計 17,397 19,833

  無形固定資産 268 285

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,833 6,994

   関係会社出資金 4,636 -

   退職給付に係る資産 - 330

   その他 830 512

   貸倒引当金 △51 △55

   投資その他の資産合計 7,249 7,781

  固定資産合計 24,915 27,900

 資産合計 52,514 56,837
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 8,024 ※１  8,052

  電子記録債務 2,326 2,571

  短期借入金 1,498 1,207

  1年内返済予定の長期借入金 12 186

  1年内償還予定の社債 7 7

  未払法人税等 449 246

  賞与引当金 604 301

  その他 1,302 2,352

  流動負債合計 14,224 14,924

 固定負債   

  社債 29 25

  長期借入金 - 1,067

  退職給付に係る負債 1,020 447

  その他の引当金 20 24

  資産除去債務 104 105

  負ののれん 43 -

  その他 861 845

  固定負債合計 2,080 2,515

 負債合計 16,304 17,440

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,060 2,060

  資本剰余金 2,059 2,059

  利益剰余金 32,742 35,261

  自己株式 △50 △50

  株主資本合計 36,811 39,330

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 471 632

  為替換算調整勘定 △766 △400

  退職給付に係る調整累計額 △441 △382

  その他の包括利益累計額合計 △736 △150

 新株予約権 19 41

 少数株主持分 114 175

 純資産合計 36,210 39,397

負債純資産合計 52,514 56,837
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 40,077 35,920

売上原価 31,074 28,682

売上総利益 9,003 7,238

販売費及び一般管理費 5,682 4,978

営業利益 3,321 2,259

営業外収益   

 受取利息 59 48

 受取配当金 51 62

 投資有価証券売却益 32 -

 持分法による投資利益 141 397

 負ののれん償却額 43 43

 為替差益 - 125

 その他 82 105

 営業外収益合計 410 783

営業外費用   

 支払利息 21 20

 為替差損 5 -

 金利スワップ評価損 - 7

 その他 39 19

 営業外費用合計 66 47

経常利益 3,664 2,994

特別利益   

 固定資産売却益 21 24

 為替差益 - 63

 補助金収入 20 -

 関係会社出資金譲渡益 - 137

 特別利益合計 42 225

特別損失   

 固定資産売却損 0 0

 固定資産除却損 107 43

 投資有価証券評価損 51 -

 為替差損 104 -

 関係会社出資金譲渡損 141 -

 その他 2 -

 特別損失合計 407 44

税金等調整前四半期純利益 3,299 3,174

法人税等 845 790

少数株主損益調整前四半期純利益 2,453 2,384

少数株主利益 302 55

四半期純利益 2,150 2,328
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,453 2,384

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 156 160

 為替換算調整勘定 1,759 216

 退職給付に係る調整額 - 58

 持分法適用会社に対する持分相当額 58 153

 その他の包括利益合計 1,974 590

四半期包括利益 4,428 2,974

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 3,499 2,914

 少数株主に係る四半期包括利益 928 60
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

（連結の範囲の変更）

　当社の連結子会社である東華油墨国際（香港）有限公司は、その連結子会社であった東華（広州）油墨有限公

司の全ての持分を、当社の持分法適用関連会社である杭華油墨股份有限公司（旧社名 杭華油墨化学有限公司）

に譲渡したため、第２四半期連結会計期間より東華（広州）油墨有限公司は連結子会社から持分法適用関連会社

に異動しております。

 

（持分法適用範囲の変更）

　当社の持分法適用関連会社である杭華油墨股份有限公司（旧社名 杭華油墨化学有限公司）において杭州杭華

印刷器材有限公司を新たに設立したため、第１四半期連結会計期間より持分法適用の範囲に含めております。

 

　「連結の範囲の変更」に記載のとおり、東華油墨国際（香港）有限公司は、その連結子会社であった東華(広

州)油墨有限公司の全ての持分を、当社の持分法適用関連会社である杭華油墨股份有限公司（旧社名 杭華油墨化

学有限公司）に譲渡したため、第２四半期連結会計期間より東華（広州）油墨有限公司は連結子会社から持分法

適用関連会社に異動しております。

 

　なお、杭華油墨化学有限公司は、平成26年12月８日付で杭華油墨股份有限公司に社名を変更しております。
 

 

（会計方針の変更等）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

(会計方針の変更)

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期

間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の

加重平均割引率を使用する方法に変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が８億61百万円減少し、利益剰余金が５億

64百万円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純

利益に与える影響は軽微であります。
 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

（税金費用の計算）

　当社及び一部の連結子会社の税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当

期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗

じて計算しております。
 

 

（追加情報）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

　当第３四半期連結会計期間において、持分法適用関連会社である杭華油墨化学有限公司は、有限公司から、股

份有限公司に組織変更を行ったことにより、名称変更を行い、杭華油墨股份有限公司となりました。これによ

り、従来、関係会社出資金として表示していた持分は、当第３四半期連結会計期間より、投資有価証券として表

示しております。

　当第３四半期連結会計期間末日の同社に対する持分は、投資有価証券に4,682百万含まれております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

　

 ※１．四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

 受取手形       ―百万円      312百万円

 支払手形 　　 ― 〃  　 ５ 〃
 

　

 　２．受取手形裏書譲渡高

 

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

受取手形裏書譲渡高 168百万円 153百万円
 

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）、負ののれんの償却額

は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
　 至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
　　至　平成26年12月31日）

減価償却費 1,611百万円  1,317百万円

負ののれんの償却額 △43　〃 △43 〃
 

　

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日）

 １．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月21日
定時株主総会

普通株式 286 23 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金

平成25年11月５日
取締役会

普通株式 187 15 平成25年９月30日 平成25年12月９日 利益剰余金
 

（注）平成25年６月21日定時株主総会に基づく１株当たり配当額23円には、東京証券取引所市場第一部指定記念配当

６円を含んでおります。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

 該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

 １．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月20日
定時株主総会

普通株式 187 15 平成26年３月31日 平成26年６月23日 利益剰余金

平成26年11月５日
取締役会

普通株式 187 15 平成26年９月30日 平成26年12月８日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

 該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社　Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡ（登記上　株式会社ティーアンドケイ東華）(E01044)

四半期報告書

13/18



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 

　Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年12月31日）

 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）

合計

印刷インキ

売上高    

 外部顧客への売上高 40,071 5 40,077

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

― 35 35

計 40,071 40 40,112

セグメント利益 3,307 7 3,315
 

（注） 「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種産業廃棄物の焼却処理及び生

命・損害保険代理業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 3,307

「その他」の区分の利益 7

セグメント間取引消去 6

四半期連結損益計算書の営業利益 3,321
 

 

３．報告セグメントごとの資産に関する情報

第２四半期連結会計期間において、「印刷インキ」を構成していた杭華油墨股份有限公司の持分の一部を譲渡し

たことにより、第２四半期連結会計期間末日から、同社及びその子会社である安慶市杭華油墨科技有限公司、湖州

杭華油墨科技有限公司、広西蒙山梧華林産科技有限公司及び深圳杭華穎博油墨有限公司は連結子会社から持分法適

用関連会社に異動したため、前連結会計年度の末日に比べ、「印刷インキ」のセグメント資産が8,425百万円減少し

ております。

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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　Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日　至 平成26年12月31日）

 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）

合計

印刷インキ

売上高    

 外部顧客への売上高 35,914 5 35,920

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

― 35 35

計 35,914 41 35,955

セグメント利益 2,243 9 2,253
 

（注） 「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種産業廃棄物の焼却処理及び生

命・損害保険代理業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 2,243

「その他」の区分の利益 9

セグメント間取引消去 5

四半期連結損益計算書の営業利益 2,259
 

 

３．報告セグメントごとの資産に関する情報

第２四半期連結会計期間において、「印刷インキ」を構成していた東華油墨国際（香港）有限公司の子会社で

あった東華（広州）油墨有限公司の全ての持分を、当社の持分法適用関連会社である杭華油墨股份有限公司に譲渡

したことにより、東華（広州）油墨有限公司は連結子会社から持分法適用関連会社に異動しております。これによ

り、前連結会計年度の末日に比べ、「印刷インキ」のセグメント資産が595百万円減少しております。

　

４．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更した

ことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

当該変更による影響は軽微であります。

 
５．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
 至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
 至　平成26年12月31日）

(1)１株当たり四半期純利益金額（円） 172.39 186.65

（算定上の基礎）   

　四半期純利益金額（百万円） 2,150 2,328

　普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

　普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 2,150 2,328

　普通株式の期中平均株式数（株） 12,477,255 12,476,948

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額（円） 172.35 186.40

（算定上の基礎）   

 四半期純利益調整額（百万円） ― ―

　普通株式増加数（株） 2,838 17,030

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

― ―

 

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２ 【その他】

平成26年11月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………187百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………15円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成26年12月８日

（注） 平成26年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
平成27年２月13日

株式会社　Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡ

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   関谷　靖夫   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   寶野　裕昭   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社Ｔ＆

Ｋ　ＴＯＫＡの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１

日から平成26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡ及び連結子会社の平成26年12月31日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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